
三村小学校 沿革の概要
明治１０年１０月 稲積村（井之口・西新居・中楯・成島・極楽寺・乙黒），畷村（町之田・一町

畑・下河東），三条村（上三条・下三条）の三村協議の上，稲積学校，河東学校

を併合し三村学校とする。

明治１２年 ４月 三村学校竣工（畷村下河東地区）・開校式（４月２７日）を行う。

（稲積・畷・三条村学校組合立）

明治１９年 ４月 三村尋常小学校と改称する。

明治２２年 ６月 三町村（畷・三条）と稲積村の組合立三村尋常小学校となる。

昭和１６年 ４月 三村国民学校と改称する。初等科６年，高等科２年

昭和２２年 ４月 新学制実施により三村小学校と改称する。組合立（稲積・三町村）三村中学校

併設する。小学校の校舎を使うため小学校は二部授業をする。

昭和２６年 ４月 組合立（稲積・三町・大里・二川村）峡中中学校開校（稲積村成島地区）する。

昭和２８年 ４月 校歌を制定（作詞・佐佐木信綱，作曲・信時潔）発表会をする。（１０月３日）

昭和３０年 ４月 三町村・稲積村の合併により，玉穂村立三村小学校と改称する。

昭和３３年 ２月 新校舎落成式を行う。

昭和３４年 ７月 プール竣工式を行う。

昭和３６年１１月 学校給食室竣工式を行う。

昭和４２年 １月 屋内体育館竣工式を行う。

１１月 創立９０周年記念式典を行う。

昭和４７年 ４月 県教育委員会「視聴覚教育実験学校」に指定（２年間）される。

昭和４９年 ３月 峡中中学校は山城中学校と統合し城南中学校となり廃校となる。

昭和５２年 ４月 成島地区（峡中中旧学校跡地を利用）に新校舎落成する。

（４月２７日・落成式挙行）創立１００周年記念式典を行う。

昭和５４年 ４月 村民体育館が学校敷地内に完成する。

８月 村民プールが学校敷地内に完成する。

昭和５８年 ３月 雑木林植林及び校門の建設をする。

昭和５９年 ３月 特別教室及び普通教室の増築をする。

４月 校庭改修工事（スプリンクラー設置）県教育委員会「新採用教員研修実習校」

昭和６０年 ４月 町制施行により，玉穂町立三村小学校と改称する。

昭和６２年 ４月 県教育委員会「新採用教員研修実習校」に指定される。

城南中学校より玉穂中学校分離独立・開校する。

平成 ３年 ４月 文部省「帰国子女(海外勤務経験者子女)研究協力校」指定（２年間）を受ける。

平成 ４年１１月 文部省「帰国子女（海外勤務経験者子女）研究協力校」指定の研究発表を行う。

平成 ５年 ４月 三村小学校の大規模学校の解消により，玉穂南小学校分離独立する。

県教育委員会「小学校国際理解学習研究推進校」指定（２年間）を受ける。

県社会福祉協議会「ボランティア活動普及協力校」指定（３年間）を受ける。

平成 ６年 ４月 文部大臣「小学校における外国語学習研究開発学校」委嘱（３年間）を受ける。

平成 ６年 ６月 耐震大規模改修工事始まる。

平成 ７年 １月 食堂棟（ふれあいホール）竣工する。

平成 ９年１１月 「日本ＰＴＡ会長賞」を受ける。

平成１０年 ４月 県教育委員会「小学校国際理解教育推進校」指定（２年）を受ける。

新体育着の指定を行う。

平成１１年 ４月 県教育委員会「勤労体験学習推進校」指定を受ける。

平成１２年 ２月 耐震大規模改修（教室棟）完了

平成１３年 ７月 情報機器（児童用パソコン・テレビ会議システム等）設置される。

平成１５年 ４月 県教育委員会「初任者研修授業研修会実習校」に指定される。

平成１８年 ２月 玉穂町，田富町，豊富村が合併し中央市が誕生。「中央市立三村小学校」となる。

平成２１年 ４月 文部科学省「学校評価・情報提供の充実・改善等のための実践研究事業」指定

を受ける。

平成２２年 ４月 山梨大学教職大学院連携協力校（２年間）となる。

平成２３年 ７月 県教育委員会「学力向上パイロットスクール」指定を受ける。

平成２４年 ３月 体育館竣工式

平成２４年１１月 パイロットスクール事業公開研究会

平成２５年 ４月 スクールカウンセラーが配置される。(週1回)

平成２６年１１月 PTAバザーと古屋教育財団の補助で液晶テレビを購入する。

平成２７年１１月 PTAバザーで液晶テレビを購入する。

平成２８年１１月 PTAバザーで大型タイマー・液晶テレビ・書画カメラを購入する。

平成２９年 4月 山梨県「実践的防災教育事業」を受ける。




